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　雨
畑
開
発
事
業
協
同
組
合

（
井
上
聰
一
郎
理
事
長
）は
、

昭
和
52
年
に
峡
南
地
区
と
国

中
地
区
を
中
心
と
し
た
砂
利

販
売
業
者
ら
57
社
に
よ
っ
て

設
立
し
、雨
畑
湖
か
ら
排
除

さ
れ
る
土
砂
を
買
い
請
け
、

砂
利
の
生
産
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
組
合
で
あ
る
。し
か

し
、一
般
的
に
は
山
梨
県
の

砂
利
の
ほ
と
ん
ど
は
、国
や

県
が
管
理
す
る
河
川
か
ら
原

材
料
を
砂
利
販
売
業
者
が
買

い
請
け
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　早
川
町
の
雨
畑
湖
は
、昭
和
42
年
に
日
本
で
唯
一
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
の
製
錬
工
場
を
国
内
に
持
つ
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
に
よ
り
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
造
用
の
電
力
確
保
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
民
間

企
業
所
有
の
ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
「
雨
畑
ダ
ム
」
に
よ

っ
て
で
き
た
人
工
湖
で
あ
る
。雨
畑
湖
周
辺
に
は
ヴ
ィ
ラ
雨
畑
や

町
営
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、夏
に
は
雨
畑
湖
上
祭
が
行
わ
れ
、秋
に

は
紅
葉
が
楽
し
め
る
、自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
る
。ま
た
、雨
畑
で

採
れ
る
石
は
粒
子
が
細
か
く
水
も
ち
が
良
い
こ
と
か
ら
、世
界
で

も
屈
指
の
良
質
な
硯
の
産
地
と
し
て
も
有
名
だ
。

　雨
畑
湖
は
、自
然
に
恵
ま
れ
た
地
区
だ
が
、ダ
ム
湖
に
は
上
流

か
ら
水
と
と
も
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
み
、堆
積
す
る
。こ
の
土

砂
は
、ダ
ム
機
能
の
維
持
の
面
か
ら
す
る
と
好
ま
し
い
も
の
で
は

な
く
、災
害
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
も
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。そ
こ
で
、県
の
仲
介
に
よ
り
山
梨
県
砂
利
組
合
連

合
会
と
日
本
軽
金
属
株
式
会
社
の
間
に
協
定
が
結
ば
れ
、「
た
ん

水
区
域
の
公
害
除
去
及
び
機
能
維
持
」
、「
地
域
の
地
場
産
業
の

育
成
」
の
趣
旨
の
下
、雨
畑
開

発
事
業
協
同
組
合
を
設
立
し
砂

利
採
取
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。

　現
在
で
は
、組
合
員
が
24
社

と
減
り
は
し
た
も
の
の
、土
砂

排
除
作
業
を
行
っ
て
い
る
ニ
ッ

ケ
イ
工
業
株
式
会
社
と
の
二
人

三
脚
に
よ
り
年
間
50
万
㎥
の
砂

利
採
取
事
業
を
行
い
、発
足
当

時
の
目
的
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

産
業
振
興
等
で
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
い
る
。

山
梨
県
と
災
害
時
の
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農業機械

　山
梨
県
農
業
機
械
商

業
協
同
組
合（
岩
間
英

雄
理
事
長
）は
、２
月
22

日
に
通
常
総
会
を
開
催

し
、本
年
度
の
事
業
計

画
と
し
て
、取
扱
高
が
減

少
し
て
い
る
農
業
機
械

の
共
同
購
買
事
業
と
昨

年
度
新
設
し
た
農
業
機

械
の
整
備
施
設
の
認
定

を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

　最
近
は
、専
業
の
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
み
、遊
休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
お
り
、組
合
員
の

顧
客
が
減
少
す
る
一
方
、家
庭
菜
園
や
週
末
農
業
を
行
う
一
般
の

人
が
増
え
、農
業
機
械
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
す
る
人
、ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
探
す
人
が
い
る
。

　ま
た
、近
年
の
高
性
能
・
複
雑
化
し
た
農
業
機
械
の
普
及
及
び

中
古
農
業
機
械
へ
の
需
要
の
増
加
を
踏
ま
え
、農
作
業
の
安
全
と

農
業
機
械
の
効
率
利
用
を
進
め
る
た
め
、整
備
工
場
の
充
実
と
整

備
技
術
の
向
上
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、組
合
と
し
て
も
、農
業
機
械
を
積
極

的
に
販
売
す
る
た
め
に
、各
種
イ
ベ
ン
ト
で
業
界
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

農
業
機
械
を
地
元
の
組
合
加
盟
店
で
購
入
し
て
も
ら
う
よ
う
積

極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　農
業
機
械
は
、農
作
業
の
安
全
の
た
め
、早
め
に
点
検
・
整
備
す

る
こ
と
。ま
た
、農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
に
は
、十
分
な
手
間
と

確
か
な
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

農
業
機
械
の
整
備
施
設
の
認

定
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

施
設
・
技
術
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
で
、農
家
の
農
作
業

安
全
や
経
営
の
安
定
化
も
目

指
し
て
い
る
。

　農
業
機
械
の
購
入
・
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
各
種
相
談
ご
と

に
つ
い
て
は
、地
元
の
農
機

具
店
で
「
信
頼
の
お
け
る
整

備
士
」
が
い
る
、山
梨
県
農

業
機
械
商
業
協
同
組
合
の
加

盟
店
を
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　山
梨
県
石
油
協
同
組
合（
輿
石
保

理
事
長
）は
、３
月
26
日
に
山
梨
県

と
「
災
害
時
に
お
け
る
石
油
燃
料

の
安
定
供
給
及
び
帰
宅
困
難
者
支

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

　協
定
の
内
容
は
、災
害
時
に
お
け

る
①
災
害
対
策
上
特
に
重
要
な
施

設（
災
害
対
策
本
部
、医
療
機
関
な

ど
）へ
の
石
油
燃
料
の
供
給
、②
緊

急
通
行
車
両（
救
急
車
、救
援
物
資

輸
送
車
両
な
ど
）へ
の
石
油
燃
料
の

供
給
、③
帰
宅
困
難
者
へ
の
水
道
水
、ト
イ
レ
な
ど
の
提
供
、④
地

図
等
に
よ
る
道
路
情
報
、ラ
ジ
オ
な
ど
で
知
っ
た
通
行
可
能
な
道

路
情
報
の
提
供
、と
な
っ
て
い
る
。

　災
害
発
生
時
に
は
、各
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
可
能
な
範
囲
で

一
定
量
の
燃
料
を
確
保
し
、優
先
的
に
重
要
施
設
や
緊
急
通
行
車

両
な
ど
へ
燃
料
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
め
、一

般
車
両
へ
の
給
油
制
限
に
も
ご
理
解
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。組
合
で
は
、こ
れ
ま
で
に
災
害
対
応
型
給
油
所
普
及
事
業
の

中
で
、大
規
模
災
害
時
に
緊
急
車
両
に
優
先
給
油
す
る
た
め
、

「
燃
料
優
先
給
油
に
関
す
る
協
定
」
を
市
及
び
企
業
等
6
カ
所
と

支
部
単
位
で
２
市
町
と
締
結
し
た
。

　ま
た
、先
の
震
災
で
交
通
機
関
の
ま
ひ
に
よ
り
多
く
の
帰
宅
困

難
者
が
発
生
し
、大
き
な
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
を
受
け
、組
合
加

盟
の
県
内
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
３
６
４
カ
所
が
「
災
害
時
帰
宅
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
指
定
さ
れ
、帰
宅
困
難
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。本
県
で
は
、東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
が
想
定
さ
れ
る

中
、こ
れ
ま
で
締
結
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
と
今
回

の
指
定
を
合
わ
せ
て
計
７
５
０
カ
所
超
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

　県
庁
に
て
行
わ
れ
た
協
定
締
結
式
で
、輿
石
理
事
長
は
、「
こ
の

協
定
は
、災
害
時
の
緊
急
車
両
等
へ
の
優
先
給
油
や
当
組
合
の
社

会
貢
献
活
動
を
県
民
に
広
く
ご
理
解
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
地
域
社
会
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
中
で
営

業
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も
「
か
け
こ
み
１
１
０
番
」
や
「
普
通
救

命
士
の
い
る
店
」
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
た
。今
後
も
、災
害
対
応

型
給
油
所
の
普
及
に
よ
り
燃
料
の
安
定

供
給
を
図
り
、行
政
と
の
連
携
も
深
め
な

が
ら
、地
域
経
済
の
振
興
に
一
致
団
結
し

て
努
め
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
た
。

「災害時帰宅支援ステーション」ステッカー

協定締結式（横内知事と輿石理事長）


